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【 A. 取り組みの全体像】
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

1.自治体の概要

414,502人
＜令和7年1月1日時点＞

人口福祉部 よりそい支援課担当部局名豊田市自治体名

福祉部のほかの課、こども・若者部、保健部、地域振興部、生涯
活躍部、美術・博物部（重層定例会に参加する課）

庁内連携部局
（メンバー）

福祉部よりそい支援課庁内連携部局
（メイン）

自治体
内連携

誰もが孤独・孤立になり得ることへの理解を深め、全庁的に孤独・
孤立の視点を取り入れて住民と接する意識を醸成し、情報共有を
実施

連携内容よりそい支援課が中心となって複合的な課
題を抱える住民の状況や相談内容を把握
し、庁内外で積極的な情報共有を実施

連携内容

2.形成をめざす地方版連携PFの姿

 （対市民）特に①潜在的な対象者の支援に向けて、「孤独・孤立」についてまず
は市民に広く知ってもらうこと（＋②市民が孤独・孤立について理解している状態
を目指す第一歩としても、カードゲームを活用した広報を行う）

 （PF内）これまで「空想ファクトリー」やその前身の勉強会の場で、流動的につな
がってきた関係者・住民に対して、PFというまとまり意識を持ってもらうことで孤独・
孤立対策における一層の活動連携を促進すること

 （庁内）福祉部に限らず全庁で「つなグるCredo(孤独・孤立対策の考え方)」を
通した、孤独・孤立の問題や取り組むべき姿勢などについて共通認識を持つこと

今年度
のゴール

実現したい状態

※構築する仕組み／
支援対象の住民を
取り巻く環境

• 複合的な支援を必要とする対象者に向けた包
括的相談事業、アウトリーチ等を通じた継続的
支援事業、多機関協働事業、参加支援事業、
地域づくり事業を、重層的支援体制整備事業
として令和3年度から実施している。

• 令和5年度「地域共生社会推進全国サミット
inとよた」において、「地域共生社会推進全国
サミットとよた宣言」として、「『おたがいさま』と
言えるコミュニティ、つまり『人や活動、地域な
どのつながり合い』を、新たな形で取り戻すこ
と」を提唱した。

• 「企業城下町」の豊田市に多く存在する、身
寄りを頼ることができない人の支援のコツ・ノウハ
ウをとりまとめた「支援のレシピ集」を作成した。

従前の取り組み

※重層の取り組み、外
部組織連携、地域
コミュニティ形成等

 ③孤独・孤立を含む支援を必要とする人に対しては支援が継続的・⾧期的に行わ
れる状態を、①に対しては「多様なつながり」を自由に選択できる状態を目指す（③
については主に重層事業で、①については孤独・孤立対策として取り組む）

 ②市民の孤独・孤立に対する理解を醸成し、①③への支援に役立てるため、「豊田
市民みんなが『孤独・孤立』に対する理解を深めている状態」を目指す

最終的
なゴール

3.地方版連携PFの外部連携体制
地域のつながりづくりに取り組む「とよた多世代参加支援プロジェク
ト」等を中心に据える。

参画メンバー地方版連携PF

PFは会員制をとらず、参加したいと思った人が自由に出入りできる
ように設計。

選出・打診
時の工夫

重層の「支援会議定例会」参加団体（※参加者は、次頁の通り）参画メンバー地域協議会

地域協議会／「支援会議定例会」という2つの会議体の重複を
避ける。定期的な事業報告に加えて、必要なときに「支援会議定
例会」にて孤独・孤立を１つの議題として扱うことで、実質的には
「支援会議定例会」が地域協議会の役割を果たす。

選出・打診
時の工夫

4.PF連携による価値や工夫_考え方
 重層の「支援会議定例会」と、市内で月例開催される「空想ファクトリー」という市民同士の勉強・
交流の場（市内の活動団体関係者や一般市民が集い、地域をよくするためのディスカッション
や交流を行う場）の参加者・運営者を中心に据え、PFは会員制をとらないゆるやかな形をとる。

 上記により、必要なときに関係する団体がつながれるようにし、なおかつ日常では各自が「孤独・孤
立」という観点を意識して、住民の見守りやそのほかの活動を行ってもらうために、PFという枠組
みを位置づける。

 「地域のために何かしたい」と日々考えている住民もPFの一員にもなり得るという考え方から、メ
ンバーが流動的に出入りするPFである点を生かして、住民もPFの一員として参加することが可能
なPFの設計とする。そのためにも住民自身が、孤独・孤立に対する基礎理解を深めていくことは
重要であり、孤独・孤立について全く知らない市民が楽しく学んでもらうためのツール（＝カードゲー
ム）を通した啓発を行う。

立ち上げ
年度

令和6年度

立ち上げ
年度
末
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【参考資料】令和6年度 豊田市重層的支援会議定例会 関係職員一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

主として個別支援に関する所属

課⾧
管理職級

よりそい支援課

福祉部

副課⾧

主査監主査監

担当⾧

担当者級 担当⾧

主事

副課⾧管理職級
生活福祉課

主査担当者級

副課⾧管理職級
障がい福祉課

主査担当者級

副課⾧管理職級
高齢福祉課

担当⾧担当者級

副課⾧管理職級
こども・若者政策課

こども・若者部
主事担当者級

副課⾧管理職級
こども家庭課

主査担当者級

副課⾧管理職級
保健支援課保健部

担当⾧担当者級

指導主事管理職級
パルクとよた教育委員会 スクールソーシャルワー

カー担当者級

主としてつながり合い創出を含む地域づくりに関する所属

副課⾧管理職級地域包括ケア企
画課福祉部

主査担当者級

副課⾧管理職級
保育課こども・若者部

担当⾧担当者級

副課⾧管理職級
健康づくり応援課保健部

担当⾧担当者級

副課⾧管理職級地域支援課地域振興部
副課⾧管理職級市民活躍支援課生涯活躍部
館⾧管理職級美術・博物部

その他必要な支援機関等

副課⾧管理職級
共生推進課

社会福祉協議
会

出張所⾧担当者級

副課⾧
成年後見支援セン
ター⾧

管理職級くらし応援課

ーーとよた多世代参加支援プロジェク
ト（から２名） ーー

担当⾧担当者級
（北）管理課消防本部

消防士⾧担当者級
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５．連携PFのイメージ図

【 B.連携PFイメージ】
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

 豊田市在住・在勤・在学の市民に対して、全庁および官民連携で孤独・孤立対策に取り組む体制
 PFメンバー各者は①～③の大まかな役割分担はあるが、あえて登録制をとらないことで、

PFメンバーの自由な出入りを可能とし、PFが拡大していく幅を持たせている

豊田市 孤独・孤立対策PF

• プレイヤー間の連携内容や情報のやり取りなど
• 各プレイヤーの活動趣旨、内容など

凡例

孤独・孤立状態で
支援が必要な市民

潜在的に孤独・孤立
になり得る市民

孤独・孤立の【予防】につながる活動＆
市民への周知啓発活動を実施

【支援】や【脱却】のための
個別支援を提供

豊田市
重層的支援体制 子育て支援センター

障がい者相談支援
委託事業所 病院

地域包括支援
センター

民生委員
豊田若者

サポートステーション

 「地域をより良くする」ために、「居場所づくり」や「つながりづくり」の活動に
取り組んでいる多数の民間団体

 各自の日常業務等において、「気になる市民」を見守る
 場合によっては相談窓口を紹介する等、啓発活動を行う

地域の「居場所づくり」や「つながりづくり」に
積極的に取り組む団体等

1

今後、孤独・孤立対策
に関係し得る

多数の団体に拡大していく想定
＋

住民団体

民間企業 地域団体

一般の市民

各自の活動において
個別支援を提供している団体等

2

支援機関相談機関

ボランティア団体 ・・・

 孤独・孤立対策に限らず、複合的な課題を抱える市民に対して相談窓口や
個別支援を提供している専門機関

 ケースによっては、実際の支援時に③や重層体制と連携する可能性がある

 「地域のために何かしたい」
と考える一般の市民もPF
の一員になることが可能

メンバーの
流動性

メンバーの
流動性

PFのコアメンバー3
 孤独・孤立の【予防】から【支援】までカバー

• PFコアメンバーのとよた多世代参加支援プロジェクトが運営
• 地域で活躍する人が「つながりづくり」の事例を発表し、 各々「地域のために何ができるか」意見交換
• 一般の市民も含めて誰でも参加可能なイベントであり、定期的に開催している
• ①～③のメンバーが広く参加しており、実質的なPFの基盤となっている

「空想ファクトリー」
～市民同士の交流・
アイデア出しの場～

豊田市が従前より実践してきた 住民のつながり合いの場がPFの基礎に

【予防】や【支援】のための施策を検討地域協議会  重層「定例会」が地域協議会を兼ねる

豊
田
市 社会福祉

協議会
とよた多世代参加
支援プロジェクト

生涯活躍部

美術・博物部

地域振興部

福祉部

こども・若者部

保健部

教育委員会

よりそい支援課

消防本部
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【参考資料】試行的事業含む豊田市の取り組みとPFの関係に関する整理
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

豊田市 孤独・孤立対策PF
孤独・孤立状態で
支援が必要な市民

潜在的に孤独・孤立
になり得る市民

孤独・孤立の【予防】につながる活動＆
市民への周知啓発活動を実施

豊田市
重層的支援体制

地域の「居場所づくり」や「つながりづくり」に
積極的に取り組む団体等

1

今後、孤独・孤立対策
に関係し得る

多数の団体に拡大していく想定
＋

住民団体

民間企業 地域団体

一般の市民

各自の活動において
個別支援を提供している団体等2

支援機関相談機関

ボランティア団体 ・・・

 「地域のために何かしたい」
と考える一般の市民もPF
の一員になることが可能

メンバーの
流動性

メンバーの
流動性

 孤独・孤立の【予防】から【支援】までカバー

「空想ファクトリー」
～市民同士の交流・アイデア出しの場～

豊田市が従前より実践してきた 住民のつながり合いの場がPFの基礎に

【予防】や【支援】のための施策を検討地域協議会

• 豊田市HPの相談先一覧ページの整理・再構築
• 訪問事業と連携した孤独・孤立啓発チラシの配布

「孤独・孤立」の支援
に関する情報発信

PFの更なる意識醸成、
つながり強化の取り組み

• 空想ファクトリーの月例開催

• 本モデル事業の【試行的事業】として実施
凡例

• 豊田市の単独費 or 重層的支援体制事業予算にて実施

• 周知啓発のツール＝「孤独・孤立の
カードゲーム」の制作（※制作を通じて
PF内外のつながり強化も企図。詳細は
後述）

• カードゲームを活用した庁内職員・市
民向けイベント等の開催
（PF内で孤独・孤立の共通認識を
醸成する目的がある）

PF拡大・強化のための取り組み

• 孤独・孤立のカードゲームの制作
• 「豊田市デイズ」への市の福祉施策に関する記事広告出稿
• 「とよた産業フェスタ2024」での孤独・孤立に関する周知広報

まずは住民に孤独・
孤立を知ってもらう

ための取り組み

• 庁内における「つなグるCredo」
(※孤独・孤立対策の考え方)の周知徹底

庁内連携の促進の
ための取り組み

※「つなグるCredo」を全庁に配布し、福祉外の課も含めて
「孤独・孤立」の視点を取り入れて住民と接する意識の
醸成、庁内連携の促進を目指す

【支援】や【脱却】のための
個別支援を提供

社会福祉協議会とよた多世代参加
支援プロジェクト

生涯活躍部

美術・博物部

地域振興部

福祉部

こども・若者部

保健部

教育委員会

よりそい支援課

消防本部

子育て支援センター
障がい者相談支援

委託事業所 病院

地域包括支援
センター

民生委員
豊田若者

サポートステーション

豊田市 PFのコアメンバー3
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【C.試行的事業】_一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

6．本年度に取り組む試行的事業の概要

 孤独・孤立対策を「支援」と「予防」に分け、「支援」は重層的支援体制の中で抜け漏れなく
支援を強化することを目指す。一方で主に孤独・孤立の「予防」に資する取り組みの手始めと
して、試行的事業にて市民向けの周知啓発を中心に実施する。

試行的事業の
ポイント・工夫

発注先（予算）実施時期目的／期待効果・KPI事業内容事業名称
• デザイン、印

刷:株式会
社こいけやクリ
エイト（約40
万円）

 デザイン・印刷:
1月中

 配布時期:2月
上旬の庁内の部
⾧会議にて配布・
説明

• 「つなグるCredo」を全職員に配布することで、孤独・孤立に対する豊
田市職員の基礎的な理解力を底上げし、分野をまたいで全庁的に
孤独・孤立対策に取り組むことの重要性を認識してもらうこと。• 全庁的に各課が各自の業務に孤独・孤立対策の視点を取り入れ

て、個別課題の解決を図るとともに孤独・孤立の解消に取り組むこ
とを推進するため、豊田市の孤独・孤立対策基本方針の心構えを
記載した「つなグるCredo」を作成し、全職員に配布した。

• 本モデル事業の試行的事業予算で実施。

職員の理解
と庁内連携の
促進のための
広報物
「つなグる
Credo」の
作成

1 全職員6,200名 に配布・携帯を依頼した
福祉分野外の職員にも孤独・孤立について理解
してもらうきっかけや、普段の業務に孤独・孤立
対策の観点を取り入れてもらうきっかけとなった

成果検証結果

• カードゲーム
制作:株式
会社カヤック
（約300万
円）

 意見交換・テスト
プレイ:12月

 カードゲーム:２
月末完成

• だれでも孤独・孤立になる可能性があることを、カードゲームを用いて、
「楽しく」住民に知ってもらうこと。

• 制作過程で、孤独・孤立の問題に関する一層の理解や、今後アプ
ローチしたい住民像への共通認識を深めること。

• 庁内職員および住民向けに、孤独・孤立に関する理解を促進する
ためのツールとして、老若男女が楽しみながら孤独・孤立について学
ぶことができる「孤独・孤立の当事者体験カードゲーム」（名称:
「コドクエ」）を制作した。

• 豊田市よりそい支援課、当事者支援団体に知見を持つ合同会社
なんつな（共同制作者）、そのほか地域の福祉関係者へのヒアリン
グを通じて、カードゲームによって住民にどのようなメッセージを伝えて
いくか整理した。今年度はまず、その結果を反映させたカードゲーム
の試作品を作成し、一般の市民を含む協力者との意見交換（複
数回）やテストプレイを経て、ブラッシュアップした。

• 本モデル事業の試行的事業予算で実施。

庁内職員
および住民の
孤独・孤立に
関する理解
促進ツールの
企画・制作

2
テストプレイを通して、参加者間で孤独・孤立の

地域課題や、アプローチすべき住民像に関する共
通認識が醸成された

意見交換会・テストプレイには各回およそ20人ほ
どが参加した

成果検証結果

• イベントの開
催費用等
（職員および
合同会社なん
つなの通常業
務として対
応）

 職員向け研修:
2月27日

 市民向けイベン
ト:2月27日

• 福祉分野以外の支援団体や地域関係者に、孤独・孤立の問題に
ついて認知してもらうこと。

• 地域の「つながりづくり」に今後取り組む市民を増やすこと、「つながり
づくり」に資する活動が増えていること。（中⾧期的な目標）

• 上記のカードゲームをツールとして、まず今年度は①職員向け研修、
②市民向けの孤独・孤立に関する理解促進イベントを開催した。①
②においては、実際に完成したカードゲームを用いて、孤独・孤立につ
いての理解を深めてもらった。

• また、今後もカードゲームを用いた中⾧期の普及啓発活動を計画して
おり、来年度以降も③市民向け体験イベント、④中学校への出前講
座などのイベントを開催する予定である。

• 豊田市の予算で実施。

庁内職員
および住民の
孤独・孤立に
関する理解
促進イベントの
開催

3 福祉分野外の職員も、孤独・孤立を知ってもらう
きっかけとなった

参加した市民の約78％が「ゲームでのつながりづ
くりの体験を通して、つながり方の理解ができた」と
回答した

成果検証結果

• 試行的事業予算で実施
• 豊田市の単独費で実施

凡例
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【C.試行的事業】_一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

6．本年度に取り組む試行的事業の概要

 孤独・孤立対策を「支援」と「予防」に分け、「支援」は重層的支援体制の中で抜け漏れなく
支援を強化することを目指す。一方で主に孤独・孤立の「予防」に資する取り組みの手始めと
して、試行的事業にて市民向けの周知啓発を実施する。

試行的事業の
ポイント・工夫

発注先（予算）実施時期目的／期待効果・KPI事業内容事業名称
• 記事作成・出

稿、抜き刷
り:株式会社
ネオパブリシ
ティ（約50万
円）

 記事内容検討:
～1月

 抜き刷り印刷:2
月末

 雑誌の出版:２
月末

• 豊田市が現在実施している多数の福祉政策（孤独・孤立対策を
含む）を、改めて棚卸すること。

• 市民に、「空想ファクトリー」という市民同士の交流・学び合いの場
（＝豊田市のPF）があることや、孤独・孤立について学べるカード
ゲームを作成したこと、市内にどのような支援先・相談先があるかを
知ってもらうこと。

• 東海エリアを中心に販売されている雑誌である「豊田市デイズ」に、
本モデル事業の試行的事業を含む、豊田市の孤独・孤立対策や
福祉施策に関する記事広告を4ページ出稿した。

• その掲載内容を抜き刷りして、パンフレットとして10,000部印刷した。
• 本モデル事業の試行的事業予算で実施

「豊田市デイ
ズ」への記事
広告出稿

4
市民向けに、豊田市が現在実施している多数の
福祉政策（孤独・孤立対策も含む）について、
分かりやすく説明できた

記事を読んだ庁内職員から、「豊田市なら安心
して暮らせる」、「どんな悩みも相談できることがわ
かり安心できた」等の感想を得た

成果検証結果

• チラシのデザイ
ン・印刷:株
式会社こいけ
やクリエイト
（約10万
円）

 チラシの内容検
討:12月

 デザイン・印刷:
1月

 訪問事業等での
配布:2月以降

• 孤独・孤立の状態にある人は、自分自身が「孤独・孤立の状態にあ
る」と自覚していないケースもあるため、まずは一般の市民向けに、わ
かりやすく「孤独・孤立」という状態について伝え、支援が必要になっ
たときに支援機関とつながることができるよう、豊田市内の支援先の
情報等を集約して伝えること。• 市民向けの周知啓発のため、孤独・孤立による悩みに応じた豊田

市内の相談機関を記載したチラシを作成した。重層の「支援会議
定例会」参加団体や市内の支援機関等に配布した。

• 本モデル事業の試行的事業予算で実施

孤独・孤立に
関する普及啓
発チラシ配布

5 市内の支援機関の2箇所に各100部設置・配
布した

重層の「支援会議定例会」で掲載内容を協議
し、支援を必要としている人や、今後潜在的に
孤独・孤立に陥る可能性がある人に、どのような
支援先等があるか、制作過程において庁内で情
報を整理できた

成果検証結果

• 試行的事業予算で実施
• 豊田市の単独費で実施

凡例

８.孤独・孤立対策を公表した際の反響

ヒアリングを実施した支援団体から、「自分たちが普段やっていることが孤独・孤立対策だと思っていなかっ
たが、豊田市が今年度から本格的に孤独・孤立対策に取り組み始めたと聞いて、自分たちの活動が実
は豊田市の孤独・孤立対策につながっていると感じた」、「豊田市でゼロから孤独・孤立の取り組みが始
まったというよりも、豊田市は以前からすでに積極的に地域づくりに取り組んでいる印象がある」等の反響
が得られた。

７.次年度以降に向けた事業等の案
※PDCAサイクルに照らして次年度以降に取り組んでいく事業イメージ（あれば）を例挙

• 今年度制作したカードゲームを活用して、市民向けの孤独・孤立の理解促進イベント（カード
ゲーム体験イベント）の継続実施、市内の中学校における孤独・孤立の出前講座を予定

• 「つながりづくり」を促進する「空想ファクトリー」及びそのSNS・WEB広告出稿を、今年度の取
組結果を踏まえながら毎月継続して実施予定

120
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概
要

【C.試行的事業一覧】_1. 職員の理解促進と庁内連携促進のための広報物作成
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

ね
ら
い

•各課がそれぞれの取組に孤独・孤立対策の視点を入れて、各自の業務
に取り組むことを推進するため、豊田市の孤独・孤立対策基本方針の
心構えを記載した「つなグるCredo」を作成し、全職員に配布した。

• 「つなグるCredo」をただ配布するのではなく、庁内の部⾧会議で、改め
て「孤独・孤立とは何か」ということや、豊田市の孤独・孤立対策につい
て説明し、全職員の孤独・孤立の基礎的理解を促すことを目指した。

工
夫
点

結
果

• 普段、「孤独・孤立対策」というテーマを直接的に意識することがないよ
うな福祉関係以外の職員にも広く周知するため、手軽に携帯してもら
えるようなカードサイズとした

• 庁内の部⾧会議にて趣旨を説明し、全職員6,200名 に配布・携帯
を依頼した結果、多数の職員が持ち歩いてくれるようになった。

完成した「つなグるCredo」
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概
要

【C.試行的事業一覧】_2. 孤独・孤立に関する理解促進ツールの企画・制作
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

ね
ら
い

•孤独・孤立に関する理解を促進するためのツールとして、老若男女が楽
しみながら孤独・孤立について学ぶことができる「孤独・孤立の当事者体
験カードゲーム」（名称:「コドクエ」）を制作した。

• 今後、豊田市で「つながりづくり」に当たり前に取り組んでいる人を増やす
ため、堅苦しい形ではなく、あくまで「自然に」「楽しく」孤独・孤立を学べ
るツールとなることを目指した。

工
夫
点

結
果

• 企画に関心を持ってくれた市民や地域の関係者を集めた意見交換会・
テストプレイを実施し、試作品を都度ブラッシュアップした。

• 親しみを持たせるため、施設名・地名等のローカルなキーワードを交ぜた。

• 制作を通して豊田市の孤独・孤立の地域課題や、アプローチすべき住
民像に関する共通認識が参加者間で醸成され、より豊田市の実情を
ローカライズしたカードゲームが完成した。

企画・制作の背景・経緯

• 豊田市民に広く孤独・孤立について知ってもらうにあたって、だれでも孤独・孤
立になる可能性があることや、豊田市に存在する多くの資源を活用して「小さ
なつながり」を増やすことが大切であることを、「楽しく」知ってもらうことを重視。

• その手段の一つとして、「カードゲーム」を制作・活用することを考案。

「コドクエ」のあらすじ

プレイヤーは啓示を受けた勇者として、とある異世界の国「トヨターシ」に現れた魔王に立ち向かお
うとします。
世界が滅びるまではあとわずか。限られた時間の中で、勇者たちは協力してその大業を成し遂げ
なければなりません。
しかし、彼らは毎日忙しく仕事に励んで家と会社を往復するだけの日々を送るサラリーマンや、歳
をとって家にこもりがちな老人など、他者とのつながりが少ない者ばかり。
各個の力では、そのようなことは不可能です。
彼らはまず、自分にあったコミュニティなどとつながりをもつことで、仲間を集めなければなりません。

そう、ここは異世界。
戦士や射手、僧侶や魔法使いといったスキルをもつ者たちがたくさんいます。
彼らと知り合い、魔王を倒すための準備を進めましょう。
ただし、降りかかるイベントなどで仲間たちは容易に失われる可能性があります。
多くのコミュニティと連携し、自らが孤独にならないように工夫を続けなければなりません。
そしてなんと、それは魔王にとっても同じことです。
根城にこもる彼らも、プレイヤーが障害を乗り越えるたび、手下を失ったり、健康を損なったりして
弱体化していきます。
勇者たちは魔王を弱体化させて討伐を成功させ、トヨターシの救世主となることができるでしょうか。

完成したカードゲーム

コンタクトカード
各主人公（勇
者）が、「SNS交
流」や「工芸体験
会」等の交流機
会によって、仲間
を増やすことがで
きるカード

コミュニティカード
「居酒屋の常連仲
間」や「勉強仲
間」として、つなが
りを形成することで、
仲間を失う指令が
出ても守ることがで
きる

これらのカードをプレイヤー間で募集する／譲ることができるので、自然と会話が発生する仕掛け

主人公カード
各プレイヤーは主人公（勇
者）のカードを１枚ずつ保
有する。勇者の仲間が増え
ると、「笑顔」の状態に変化
し、戦闘力も強力になる。
主人公はシニアからヤング世
代（学生・青年）まで様々
で、属性に応じて持つ能力
も異なる

各プレイヤーが仲間を増やしながら「魔
王コドーク」を倒しに行く、プレイヤー協力型
のゲーム。マップには豊田市に実在する地
名や施設名がちりばめられている。

※画像は、本試行的事業後に、豊田市別事業にて「デザイン」を
行ったもの
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概
要

【C.試行的事業一覧】_3. 孤独・孤立に関する理解促進イベントの開催
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

ね
ら
い

•完成したカードゲームを活用して、①職員向け研修での周知啓発、②市
民向けの孤独・孤立に関する理解促進イベントを開催した。

• カードゲームをきっかけとして、まずは孤独・孤立について認知してもらい、
「自分の普段の活動や行動が、実は孤独・孤立対策・つながりづくりに
つながっている」という気付きを得てもらうことを目指した

工
夫
点

結
果

• ゲーム中にプレイヤー同士で持ち札をやり取りする展開などを通して、知
らない人とも自然と会話し、ゲームへの参加自体が小さなつながりの形
成につながるように設計した

• ①には約30名、②には19名の市民が参加した。
• ②の参加者の約78％が「ゲームでのつながりづくりの体験を通して、つな
がり方の理解ができた」と回答した。

• 2月27日（木）15時～17時 開催日時

職員向け研修
• 豊田市役所西庁舎 地下食堂 場所
• 対面 形式
• 30名ほど 参加者
• 2月27日（木）18時～20時 開催日時市民向けの

孤独・孤立に
関する理解
促進イベント

• 豊田市役所西庁舎 地下食堂 場所
• 対面 形式
• 19名 参加者

開催概要 参加者アンケートで寄せられた感想（一部抜粋）

• 誰かがいることの心強さを感じた。誰でも楽しめる楽しいものだった
• 小中学生のこどもとやると、盛り上がるし学びの一助となると感じた。
• 少しルールが難しい部分があったのでこどもがやるならもう少しわかりやすいといいと

思った
• シニア世代とプレイしてみたい。いろいろなコミュニティがあると知るきっかけとなった
• 孤独、孤立に誰もがなりうるということ、つながりを作ることの心強さ、若い世代に楽

しみながら感じてほしいので、中学校や高校の授業で取り入れてほしい。
• ゲーム参加者と協力してクリアしていくことで、つながりの大切さがわかった。

イベント当日の様子市民向けイベントでのアンケート結果（一部抜粋）
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概
要

【C.試行的事業一覧】_4. 「豊田市デイズ」への記事広告出稿
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

ね
ら
い

•豊田市で普及している雑誌「豊田市デイズ」に、豊田市の孤独・孤立対
策や福祉施策に関する記事広告を4ページ出稿し、掲載ページを抜き
刷りして設置・配布した。

• 孤独・孤立について学べるカードゲームの存在や、市民同士の交流・学
び合いの場である「空想ファクトリー」について周知することで、「楽しくつ
ながる」ことを印象付けることを目指した。

工
夫
点

結
果

• 市内の支援・相談機関の情報などを充実させつつ、「どんな困りごとで
あっても、まずは相談してほしい」という豊田市のメッセージを端的に伝え
ることを意識した

• 孤独・孤立対策を含む豊田市の福祉政策全般について、改めて情報
を整理した結果、「重層的支援体制事業」等の、一般の市民向けの
説明が難しい行政の取り組みを、わかりやすく言語化することができた。

掲載概要 実際の掲載記事（一部抜粋）

 豊田市が「安心して自分らしく暮らせる、
支え合いのまち」を目指し、地域共生型社会
システムの構築に取り組んでいること

 「重層的支援体制」を整備し、多様化する市民
の困りごとに対応する包括的なサポートシステムを
構築していること

 各地域に相談窓口を設置し、どの窓口でも適切
な支援につながる仕組みを提供していること

①豊田市が目指す
地域共生社会の

ビジョン

 つながりを作る＝「つなグる」を合言葉に、どんな
困りごとも身近な相談窓口にまずは相談して
ほしいということ

 相談窓口の機能、利用することのメリット、早期
の相談の重要性

 その他、悩みの種類に応じた相談窓口のリストを
具体的に掲載

②相談窓口の
役割と

具体的な
窓口の紹介

 仮想の豊田市を舞台に、孤独・孤立の当事者
意識を体感しながら、つながりの大切さを楽しく
学べるボードゲームの存在。今後の展開予定

 つながりづくりを促すイベントである
「空想ファクトリー」の紹介

③「楽しみながら」
つながりを築くための

イベントやツール
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概
要

【C.試行的事業一覧】_5. 孤独・孤立に関する普及啓発チラシ配布
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

ね
ら
い

•市民向けの周知啓発として、孤独・孤立に関係する悩みに応じた豊田
市内の相談機関を一覧化したチラシを作成した。

• 現在支援を必要としている人や、潜在的に支援が要になる可能性があ
る人に、適切な支援先や相談窓口をわかりやすく周知することを目指し
た。

工
夫
点

結
果

• 市民向けの広報物であること、そして孤独や孤立に悩む人が気軽に手
に取れることを大切に考え、「温かさ」や「親しみやすさ」を感じられるデザ
インに仕上げた。

• 重層の「支援会議定例会」参加団体や市内の支援機関等の協力を
得て、2箇所に各100部設置・配布した。引き続き、個人宅への訪問
事業と連携した配布を調整予定。

完成したチラシ
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【D.PF構築プロセスにおける留意点】
成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

(ア)

初期段階

(イ)

準備段階

(ウ)

設立段階

(エ)

自走段階

 今後もPFの参画者に、普段実施している活動を孤独・孤立対策に結び付けながら推進しても
らうことで、地域で活動する人が当たり前に日常的に孤独・孤立対策に取り組んでいる状態を
目指していく

 来年度以降は、孤独・孤立の「予備軍」の人に対する支援や予防を目的に、相談窓口に来ら
れない人にも支援が届くような仕組みを進めたいと考えている。例えば、今年度試験的に行ったメ
タバース空間での交流イベントを、定期的に実施することを検討している

⑨ PFの拡大・活性化 【R7年度~】

 「あらゆる行政事業は孤独・孤立対策に通じている」という考え
から、特定の課との連携をあえて焦点化することはしていない

 孤独・孤立対策という観点を広く庁内で周知することで、孤独・
孤立対策の観点を意識する課を徐々に増やしていく予定である

⑤ 関係団体のリストアップ・初期メンバーへの声掛け 【R6年度8月~】

 PFの参加者を、①地域のつながりづくりに取り組む人、②個別の支援活動を行う人、
③予防から支援までカバーするPFのコアメンバーと幅広く捉え、これらの人々が関わり合う
ことが豊田市の孤独・孤立対策＝「つながりづくり」につながると考えた

 特に福祉サービス以外の領域に取り組む団体がキーマン。多様な市民活動を通じて、
「行政では手が届きにくい領域」を推進する団体をPFのコアメンバーととらえている

庁
外

庁
内

 様々な枠組みで既存の会議体が複数ある中、PF
を新たに設置し会員制をとると、豊田市では形骸
化すると考えた

 会員制は採用せず、市民が出入り自由な「空想
ファクトリー」の場を、開かれたPFとして位置付けた

④‐２連携PFの企画・設計【R6年度8月~】

 平成30年に実施した市民意識調査の結果を
受けて、「身寄りを頼ることができない人」に関する
問題意識は、庁内で共有されていた

 令和元年、独居高齢者を焦点化した「身寄りを頼
ることができない方に対する支援のレシピ集」を作成

③ 地域の現状把握 【H30年度~】

 孤独・孤立に関する取り組みを「支援」と「予防」と
に分け、「支援」に資する取り組みは引き続き重層
事業で、「予防」に資する取り組みは孤独・孤立
対策事業として実施する方針とし、特に市民への
周知啓発に力を入れることを決定した

④‐1取組テーマ決定 【R6年度4月~】

 まずは孤独・孤立に関する国の動きのキャッチアップを行った

 庁内や市内の民間団体で孤独・孤立対策を掲げる事例がないか情報収集
した結果、事例は少なかったが、人やまちをつなげる意味で「あらゆる行政事
業は孤独・孤立対策に通じている」という考えに至った

②担当者の初動 【R6年度4月~】

 令和6年4月からの孤独・孤立対策推進法の施行に合わせ、豊田市としても
改めて「孤独・孤立」を１つのテーマとしてとらえ、所管課を検討した結果、「誰
一人取り残さない施策の総合調整」をミッションとする、よりそい支援課に決定
した

① 主担当部署・主担当者の設定 【R6年度4月~】

 庁内の関係課や支援活動を行う民間団体が参加する
「支援会議定例会」にて、今後も孤独・孤立を１つの
議題として扱い、問題意識を共有していく

 これを通じて、地域協議会としての役割を果たしていく
予定である

⑧ 地域協議会の設置 【R7年度~】

 孤独・孤立を知らない人にも知ってもらい、自分や周りの人の困りごとに目を
向けてもらうために、「孤独・孤立対策」という言葉を使わずに、「楽しく自然に
知ってもらう」ことを重視。その手段の一つとして、カードゲームを企画・制作した

⑥ 域内住民・団体への情報発信 【R6年度8月~】

 PFを通じて、「つながりたい」と思ったときに人や団体とつながってもらうことを目指す

 今後もPFの会議体を設置せず、「空想ファクトリー」で市民が自由に集まって、
地域をよりよくすることを考えてもらう仕掛けを継続する

⑦ 連携PFの運営 【R6年度8月~】

役割分担
連携

126



127 Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

【E.ブレイクスルー要因】 既存の場を活用した自由参加型PFの形成と、カードゲームによる
啓発で、孤独・孤立を「自分ごと」にする意識を醸成

成果報告書_各自治体取組概要｜豊田市

 新たな会議体を設けるのではなく、既存の民間団体主導の市民交流の
場「空想ファクトリー」を活用し、会員制を取らない自由参加型のPF
として位置付けた。これにより、柔軟で開かれたPFを実現した

 孤独・孤立を「自分ごと」として認識していない市民にも広く関心を持って
もらうため、「楽しく自然に知ってもらう」ことを目的に、カードゲームを活用
した周知啓発を実施した。これにより、孤独・孤立の課題を身近に感じて
もらう工夫を行った

アクション／ブレイクスルー要因

 庁内外の多様な人が自由に参加できるPFを形成したことで、
「地域のために何かしたい」と考える市民や団体が集まれる
環境が整備された。多様な視点・アイデアが集まり、孤独・
孤立対策の幅が広がるとともに、地域全体で課題解決に
取り組む基盤が強化された

 カードゲームを通じた周知啓発により、市民が孤独・孤立を
「自分ごと」として捉える意識が徐々に醸成されている。
将来的に目指す「みんなが当たり前に孤独・孤立対策に
取り組む状態」の素地が形成されつつある

その後の変化

 既存の会議体や枠組みが庁内外に多数存在しており、
新たに会議体を設けると形骸化するリスクが高いこと、また
PFを会員制の組織にすると参加者が限定され、閉鎖的で
硬直化した会議体になる懸念があった

 地域特性として、「企業城下町」である豊田市では、単身
転入者や一人暮らしの高齢者が多く、身近に頼れる人が
いない状況が孤独・孤立を招きやすいという課題が従前
から指摘されていた

取り組み課題

令和6年4月 令和6年4月～令和7年2月 令和7年3月


